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変わりゆく、この地球の空の下で、

私たちは環境という課題に向き合っています。

気候変動は、自然はもちろん、

暮らしにも大きな影響を及ぼすもの。

簡単に解決できる問題ではないけれど、

私たちにはきっと、乗り越える翼があると信じています。

豊かで美しい地球を、

次の世代にも楽しんでほしいから。

これからも、誰もが自由にこの空を旅し、

旅を通じて、新たな喜びに出会う。

そんな未来の空のために。

取り組んでいます。 私たちにできること。
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「未来の空のために」2050年までに、CO2の排出をかぎりなくゼロへ。 2050年、CO2排出量実質ゼロ。国内のエアライン初となる、とても大胆な目標です。気候の変動は、いまこの瞬間も拡大中。新しいテクノロジーや未来の燃料づくり、そして多くのパートナーや
地域の皆さまとの協力によって、CO2の排出をかぎりなくゼロへ。これからもお客さまに、豊かな空の旅を提供し続けるために。これまで以上にまっすぐに、私たちはCO2の削減に取り組んでいきます。

カーボンオフセットとは、排出されたCO2をほかの場所で吸収したり、
削減したりすることで埋め合わせるしくみのこと。
私たちは、航空機が排出するCO2をオフセットできる
「JALカーボンオフセット」を提供しています。

製造から廃棄に至るまで大量のCO2を排出する石油由来のプラスチックは、世界的な気候変動の一因と言われています。
そこで私たちは、2025年度までに機内・ラウンジにおける「新規石油由来の使い捨てプラスチックの全廃」に挑戦します。　

食品の廃棄は、もはや地球規模の重大な問題です。
私たちは世界の航空会社のなかでも先駆的・挑戦的にフードロスの削減に取り組んでいます。　
◎ 機内食の事前キャンセル受付サービス（JAL Meal Skip Option）の導入 など

ゼ
ロ

プラスチックを減らす・やめる・かえていく。
 使い捨てプラスチック製品の削減

もっと「地球にやさしい飛行機」にかえていく。
 省燃費機材への更新

操縦でも、エンジンのクリーニングでも、CO2カット。
運航の工夫 “JAL Green Operations”

これからは、「未来の燃料」で空を飛ぶ。
 SAF（代替航空燃料）の開発促進と利用

オフセットできるしくみをご提供。
JALカーボンオフセット

食べ物をできるだけムダにしない。
 食品廃棄の削減　
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・ワンワールド アライアンスメンバーでSAFを共同調達、米国発のJAL定期便から搭載予定
・日本国内でもさまざまな原料のSAFを定期便やチャーター便に搭載

2021～2025 省燃費な飛行機などへ

2025 全燃料の 20３0 全燃料の

2021 実績

出発準備中 駐機中 離陸時 飛行中 降下中 着陸時 運航時以外

日本生まれのSAFをつくる。
使える仕組みも同時につくる。
みんなで力を合わせて。

機内・ラウンジ
新規石油由来の
使い捨てプラスチック

貨物・空港
天然素材・循環素材などの
環境にやさしい素材へ

CO2削減量

-60,800トン -9,100トン -8,600トン -10,000トン -21,000トン -9,300トン -23,500トン

これまでの飛行機と比べて、
エアバスA350/ボーイング787は
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SAF搭載量、今後の目標JALグループの省燃費な飛行機の割合
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お客さまにご理解、ご協力をいた
だき、国内航空会社で初めて、
お手荷物をお預かりする際の
ビニール袋の提供を終了。

ドリンク用の蓋、国際線
エコノミークラスの主菜用の
容器・蓋を紙製に変更。
また2022年12月より国内線の
一部路線において、紙コップ
および紙の蓋の回収・
リサイクルを開始。

 「私たちにできること」
 ひとつひとつが、
 明日をつくるから。

旅にさらなる安心をプラス。
JAL FlySafeの取り組み

JALグループは、社会インフラの責任と使命として、徹底した感染症拡大防止対策「JAL FlySafeの

取り組み」を推進し、心地よい安心を感じられる社会の実現を目指しています。

環境や社会への影響に配慮した調達活動のため、

国際的に高い基準の各種認証を活用しています。

◎ MSC*1／ASC*2認証（水産物）　
◎ レインフォレスト・アライアンス認証*3（コーヒー）
◎ 国際的な森林認証（紙・木材）

地域の新たな価値創造、持続的な地域社会の実現とSDGsの達成に向けて活動しています。

◎ 客室乗務員で構成されたJALふるさとアンバサダー・応援隊の活動　
◎ 伝統文化の継承・自然保護への取り組み
◎ 新たな旅や移住のスタイルの創出・ご提供　

すべてのお客さまに快適にご利用いただけるよう、

機内や空港でさまざまなサポート体制の整備に取り組んでいます。

JAL SKY MUSEUMは、2021年6月に

展示エリアを全面リニューアルしました。

原材料から確かなものを使いたい。
認証品の採用

この街からつくる元気な日本。
地域活性化への取り組み

すべての人に旅する喜びを。
アクセシビリティの向上

楽しい学びを子どもたちへ。
社会貢献活動
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＊1 MSC（Marine Stewardship Council）： 海洋管理協議会  持続可能で環境や社会に配慮した漁業とそうした漁業で漁獲された天然水産物の認証制度を運営
＊2 ASC（Aquaculture Stewardship Council）： 水産養殖管理協議会　環境や社会に配慮した養殖場で生産された水産物の認証制度を運営　
＊3 レインフォレスト・アライアンス認証： 農業の事業者が監査を受け、環境・社会・経済面のサステナビリティを義務付けた基準に準じていると判断されたことを意味します。

日本の航空会社で唯一、感染症対策の
最高評価をトリプル受賞しました。

お取引先さま、お客さまと共に歩む未来。
責任ある調達活動の推進

お取引先さまと共に、環境、人権、労働などの

持続可能性に配慮したサプライチェーンの構築に努めています。

※「2021-2025年度 JALグループ中期経営計画」で示した投資額

14.2

サステナブルフライト
2022年11月18日、「サステナブルチャーターフライト」を実施しました。
これからの社会のあり方を、ご搭乗いただくお客さまや企業、地域の皆
さまと共に考えながら、「サステナブルな未来の旅」に挑戦しました。    

※掲載の情報は、2023年1月30日現在のものです。　※写真はイメージです。

https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/climate-action/fuel-efficient-aircraft/
https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/climate-action/co2-emissions/
https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/climate-action/saf/
https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/climate-action/emission_trading/#carbon
https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/limited-resources
https://www.jal.com/ja/sustainability/environment/limited-resources
https://www.jal.co.jp/jp/ja/info/2020/other/flysafe/
https://www.jal.com/ja/sustainability/certified-products/
https://www.jal.com/ja/outline/client/
https://japan.jal.co.jp/
https://www.jal.com/ja/sustainability/human/accessibility/
https://www.jal.com/ja/csr/soraiku/
https://jal.com/ja/sustainability/sustainableflight221118/

